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『明星』〜Be the main character～第 47 回東祭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東祭開祭式 校長先生のお話 より 

今年も暑い夏でした。猛暑の日々が続きましたが、今週に入りようやく秋風

が吹き始めました。今日も秋らしい気持ちの良い朝を迎え、「第４７回東祭」

が盛大に開催できること、大変うれしく思います。この秋の大きな行事に、公

私ともに大変お忙しい中、ご来賓の皆様、ご家族の皆様、地域の皆様にご来校

いただき、一緒にこの東祭を創りあげてもらえますことに、生徒の、皆さんと

共に、心から感謝と御礼を申し上げます。ありがとうございます。 

 ここ数年の猛暑が、人々に与える影響は、大きいものがあります。暑すぎるゆえに作物にも悪い

影響が出てきて、日本中でお米の不足が叫ばれました。連日ニュースでも報道されていましたが、

この須坂市でも稲刈りがようやく終わり、その心配も徐々に薄れてきているようです。 

 皆さんは、黄金の波と書いて、「黄金波」という言葉を聞いたことがありますか？田んぼで稲穂

が実り、その稲穂が風になびいて、波のように光輝いている様子を表します。私たちにとってお米

は、黄金に例えられるほどの大切なものです。そのお米をはじめとする大事な作物が、秋の深まり

とともに収穫されてきています。秋の深まりは文化、学びの深まりでもあります。今日は、その学

びの深まりを発信する時となりました。 

 万物を照らす太陽、作物の成長に欠かせない太陽は東から昇ります。朝日はあずまの方角から

昇ります。陽はあずまよりいずる。全ては、このあずまから始まります。大きな光を皆さんの力で

発信していきましょう。中学生らしくさわやかで、みずみずしい感性にあふれた、そして皆さんの

人生において、楽しく思い出に残る１ページとなる二日間が始まります。一人ひとりが主人公の

東祭の始まりです。最高の東祭を創り上げましょう。 

 

全校で東中音頭  ♪ 四季折々の美しさ～  「よいしょ！」   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東祭閉会式 生徒会長のお話 より 

二日間という日があっという間に過ぎていき、あと少しで終わろうとしています。全校の皆

さん、この二日間を通して最高の思い出はできたでしょうか。僕自身は、今まで知らなかった

東祭の運営の裏側を知り、その大変さや成功した時の達成感をたくさん感じることができまし

た。そしてこの東祭を通して、全校のみんなの輝く笑顔、様々な形で主役となる姿を本当にた

くさん見させてもらいました！まさに全校で作り上げた最高の東祭、最高の思い出になったと

感じています。そんな東祭があと少しで終ってしまうのは、とても…さみしいです😢 

さて、今年の東祭のスローガン「明星〜Be the main character～」を掲げ、モザイク壁

画やテーマソング練習など学年を超えて作り上げてきました。この二日間で行ったすべての行 

開会宣言  全校総合での取組みを発表  全身で楽しんだチャレ・ラン  

会場もキラキラ 君★スタ  チームワーク発揮 生徒会企画  盛り上がった吹奏楽部の演奏  

「東中のプレイエルは、ショパンが愛した約

200 年前のプレイエルと同じ音色がします」 

作曲家が楽曲に込めた願いと、藤井さんのプ

レイエルへの熱い思いを伝えてくださった 

～藤井亜紀さん プレイエルコンサート～ 

  

音楽会 

明るく元気に駆け抜けていくような 1 年生の爽やかな合唱。

平和への願いを短い言葉と重厚なハーモニーで壮大に表現

した 2 年生の合唱。そして最後は、3 年間の集大成ともいえ

る 3 年生の素晴らしい合唱。一人ひとりの思いを丁寧に紡

ぎ出すような３年生の優しく澄んだ歌声は、心の奥まで響き

渡り、会場に集まった皆さんと共鳴し合いました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

事で全校の皆さんの輝く姿がありました。 

特に印象に残ったのは言い切れないほどありますが、まずはチャレンジランキングです。大

縄跳びでは、学年で一丸となり、何回も何回も飛ぶ姿。ピンポンリレーではそれぞれに託され

たアイテムで熱く盛り上がりました。東中音頭では、東の歴史をみんなで繋ぎました。そして

最終種目である全校リレーでは、全校のみんなの声援に背中を押され全力で走る姿。すべての

種目で一人一人が主役となる場面がありとても輝いていました。今回のチャレランではスロー

ガンにもある全校のみんなが主役となるということが体現することが出来ましたね。 

全校総合では今まで様々なグループで活動してきたことを全校で振り返り、知ることが出来

ました。藤井亜紀さんのプレイエルの演奏では、プレイエルが持っている個性や音色すべてを

生かした素晴らしい演奏で本当に感動しましたね。 

音楽会では一年生は『My Own Road』二年生は『Cantare ～歌よ大地に響け～』三

年生は『花は咲く』と『虹』を発表しました。すべての学年できれいなハーモニーを響かせ、

聴いているこちらまでも体が自然と動いてしまうほど最高でした。そして全校合唱である『群

青』は東日本大震災の被害にあわれた方々のために作られた歌です。全校のみんなで被害にあ

われた方々に優しく声をかけているような歌声でとても素晴らしい全校合唱でした。 

生徒会企画ではこれまで行ってきた ASP 活動を全校で振り返るとともに SDGs ビンゴゲ

ーム大会を通して、より SDGs への理解を深めながら全校の絆を深めることが出来ました。

これからの未来を作り上げる一員として、これからも SDGs にかかわる活動を活発に行って

いきましょう。 

全校の皆さん、そして先生方最高の二日間、 

最高の東祭を作り上げるために協力をしてくだ 

さり本当にありがとうございました。 

この二日間を通してきっと全校のみんなが新 

たに一歩成長したと思います。これで東祭は終 

わりますが、今年の生徒会活動はまだ終わりま 

せん。この東祭を通して学んだことを生かして 

さらに東中学校を盛り上げていきましょう。 

本当に２日間ありがとうございました！！！ 

 

自作弁当の日（10/7） 
 家庭科の学習の一環として、全校生徒で、昼 

食の弁当づくりに取り組みました。自作のお弁 

当を大事そうに味わう生徒たち。「食」の大切さ 

や調理の楽しさに関心を

もつ機会になるとよいで

す。保護者の皆様には活動

を支えていただきありが

とうございました。 

 
東中は、今年度「学びの 

パイオニア校・リーディン 

グ DX 指定校」として、年間通して全教科で授

業公開を行っており、遠くは北海道、沖縄など、

県内外から多くの学校関係者が来校していま

す。この授業では、課題に向かい、生徒が見通

しをもって各自で学習の計画を立て、自分に合

った方法や手順で追究をしています。 

  



PTA 通信   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ０ 月 資 源 回 収 の お 知 ら せ 

 

◆期 間 １０月 28 日（月）～１１月２日（土）  

◆場 所 東中学校昇降口前コンテナ 

◆回収物 新聞・雑誌・ダンボール・牛乳パック  

＊ご協力よろしくお願いします。 
 
 

第２回 PTA 作業へのご協力 

ありがとうございました。 

 

アルミ缶 

常時回収してます 

◆回収場所   

東中駐輪所に設置の専用大袋へ 

 （正門右手の奥） 

＊いつでも気軽にご利用ください。 
 

１０月３１日（木）参観日 
◆１校時（8:40～）～５校時（13:55～） 

 まで１日自由参観となります。 

◆学年・学級 PTA         15:00～16:00 

◆新３学年 PTA 役員選出     16:05～ 

◆いじめ・不登校等対策委員会 16:05～ 

◆PTA 理事会・校外指導部会  16:30～ 

 

  

     

＊今回も、教養部の皆さんから、「人権」関連の講演会に参加した感想を 

寄せていただきました。教養部の皆さん、ありがとうございました。 

皆さんで、共有していきましょう。 

 

＜人権交流講座「人種差別と部落差別とインターネット」を受講して＞ 

・なぜ差別がうまれるのか、基本的なことから考えるきっかけになりました。ありがとうござい

ました。 

・部落差別は、自分が小学生の頃に知識として得たものであったので、今の令和の時代にもまだ

残っているということに非常に驚きました。更に現在はインターネットが普及し、SNS など

で真偽ではないものも簡単に情報として拡散してしまいます。本当に恐ろしく感じます。子ど

もたちは簡単にインターネットを使用していますが、これが全てではないことを、大人がしっ

かりと伝え、適切な使い方ができるよう見守っていきたいと思います。 

＜人権教育講座「３０年前にみた命の尊さ」＞ 

・第１回人権教育講座「３０年前にみた命の尊さ」を聞いてきました。何気ない毎日だった宮田

さんに突然起こった出来事が、まさかいじめによって子どもを失うとは思わなかっただろう。

その心境が心に突き刺さりました。子どもたちには、人の気持ちになって命の大切さをわかっ

ていってもらいたいと思いました。 

＜人権教育講座「部落差別の解消をめざして」を受講して＞ 

・部落差別の解消のためには、自分も子どもの頃に学んだように、教育・啓発活動がやはり重要

であると思いました。皆が平等である当たり前の社会のために、今後も進めていってほしいと

思います。 

 


